
 

令和 5(2023)年度 

一宮研伸大学大学院 看護学研究科 修士課程 
Graduate School of Ichinomiya Kenshin College Graduate School of Nursing Science 

 

看護における高度な専門職として 
地域の看護学の発展に寄与できる人材の育成 

 
 本研究科では、育成する人材像と備えるべき能力をふまえ、以下のような人を入学者として受け入れる方針です。 

１．倫理的配慮を踏まえた看護実践の基礎を身につけている人 

２．保健医療チームの一員として、多職種と連携し協働することができる人 

３．看護職として社会貢献を志向し、主体的に生涯学習に取り組む意欲のある人 

４．保健医療に関する問題意識を有し、看護研究に取り組む意欲のある人 

 
１．教育研究領域と募集人員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

★高度看護実践力、教育・研究能力を身につけたい ⇒ 6領域から関心のある領域を専攻 

★がん看護専門看護師の資格を取りたい ⇒ がん療養生活支援看護学領域（がん看護CNSコース）を専攻 

★認定看護管理者の資格を取りたい ⇒ 看護マネジメント学領域を専攻 

 
働きながら学びやすい環境を整えています。 
◆ 大学院設置基準第14条特例により、平時の夜間・土曜日の昼間開講や夏季集中講義等による教育を行います。 

講義開講時刻は相談に応じ調整可能です。 

◆ 長期履修生制度の活用により2年間の授業料で3年間の在籍履修が可能です。 

◆ 科目等履修生制度の活用により、看護師等養成所の専任教員として必要な教育に関する科目を 4単位履修 

することができます。 

◆ 費用：入学検定料30,000円、１年目1,150,000円、2年目1,000,000円 

長期履修生は1年目850,000円、2年目700,000円、3年目600,000円 

  

領 域 入学定員 

看護マネジメント学領域 

看護科学領域（看護教育・実践看護） 

次世代育成看護学領域（母性看護・小児看護） 

急性・療養生活支援看護学領域 

メンタルヘルス支援看護学領域（認知症高齢者看護・地域精神保健看護） 

がん療養生活支援看護学領域（がん看護CNSコースを含む） 

６名 



 

２．選抜区分と対象者  

対象者：22歳以上で出願資格審査により大学卒業と同程度の学力があると認めた者、 

大学卒業者(学士を有する者)など 

受験科目：推薦選抜、社会人特別選抜は、面接、小論文など 

  一般選抜、社会人選抜は、面接、小論文、専門科目など 

 

３．選抜試験候補日 

 選抜試験日 選抜区分 合格発表 備考 

1期選抜 2022年12月17日(土) 推薦/一般/社会人/社会人特別 12月22日(木) 推薦は1期のみ実施 

2期選抜 2023年 2月 7日(火) 一般/社会人/社会人特別 2月13日(月） 領域により募集しない場合

があります。 3期選抜 2023年 3月 4日(土) 一般/社会人/社会人特別 3月 9日(木） 

 
 
４．入学説明会   
令和４年10月 15（土）14:00～16:00 一宮研伸大学 第４講義室（事前申込制） 

 
 

選抜区分 対象者の概要 

推薦選抜 一宮研伸大学看護学部在学者 

一般選抜 推薦選抜、社会人選抜に該当しない者 

社会人選抜 
官公庁、教育機関、病院、企業などの職員として勤務しており、入学後もその身分を

保持し、在職のまま就学する予定の者 

社会人特別選抜 
出願に際し所属機関の長（病院長等）から大学院の受験及び在職のまま就学すること

について推薦を得た者 

【お問い合わせ先】                    
一宮研伸大学 入試広報室 
〒491-0063 愛知県一宮市常願通 5 丁目 4 番 1 
TEL： 0586－28－8110 E-mail：nyushi@ikc.ac.jp 



領域の概要及び研究指導者連絡先           TEL：0586-28-8110 
分野 専 攻 領 域  領 域 の 説 明  研 究 指 導 者  

連 絡 先  主 な 研 究 テ ー マ  

地
域
創
成
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

看護 
マネジメント学  
(認定看護管理者 
の受験取得可能) 

組 織 の 構 築 、 他 組 織 と 連
携 ・ 協 働 す る た め の 看 護
理 念 の 具 現 化 の 探 求 、 及
び 人 材 フ ロ ー の マ ネ ジ メ
ン ト と 労 働 環 境 に つ い て
考 察 し 、 地 域 と と も に 価
値 を 創 成 す る 組 織 の 在 り
方を探究する。  

大久保 清子 
k.okubo.t@ikc.ac.jp 

地 域 創 成 に 必 要 な ケ ア シ ス
テムのマネジメント、及び組
織 変 革 や リ ー ダ ー シ ッ プ に
関する研究  

鈴江 智恵 
t.suzue.t@ikc.ac.jp 

看 護 マ ネ ジ メ ン ト や 看 護 師
の キ ャ リ ア 発 達 支 援 に 関 す
る研究  

看護科学 

主 に 、 ① 卓 越 し た 看 護 ア
セ ス メ ン ト の 技 術 開 発 、
② 科 学 的 ・ 論 理 的 根 拠 に
基 づ く 看 護 ケ ア に 関 す る
教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・
検 証 等 に つ い て 探 求 す
る。  

藤本 悦子 
e.fujimoto.t@ikc.ac.jp 

解剖生理学を基盤とし、様々
な 手 法 を 用 い た 生 体 情 報 の
分析を基に、看護技術に関す
る 検 証 及 び ケ ア 開 発 に 向 け
た研究  

石井 成郎 
n.ishii.t@ikc.ac.jp 

看 護 に お け る イ ン ス ト ラ ク
ショナルデザイン、教育・学
習成果の評価や ICT を活用し
た学修支援に関する研究  

地
域
生
活
創
成
看
護 

次世代育成 
看護学 

主 に ① 性 と 生 殖 に 関 わ る
保 健 、 周 産 期 の 家 族 の 健
康、親子・家族関係の支援
に お け る 課 題 、 ② 子 ど も
と 子 を 産 み 育 て る 家 族 の
も つ 主 要 な 健 康 問 題 等 に
つ い て 、 有 効 な 看 護 支 援
方法論を探究する。  

小島 德子 
(令和５年４月着任予定) 
nyushi@ikc.ac.jp 
 

周 産 期 に あ る 女 性 と そ の 家
族の支援に関する研究、乳汁
分 泌 促 進 へ の 支 援 に 関 す る
研究、助産学教育・実習に関
する研究  

急性･療養生活 
支援看護学 

ク リ テ ィ カ ル ケ ア を 必 要
と す る 患 者 と 家 族 へ の 看
護を探求する。  

小倉 久美子 
k.ogura.t@ikc.ac.jp 

周手術期看護・救急看護・ク
リ テ ィ カ ル ケ ア 看 護 に 関 す
る研究，ICU マネジメントに
関する研究  

慢性の健康課題を有する人
と家族への療養生活支援の
在り方や必要な看護、課題
について探究する。 

増永 悦子 
e.masunaga.t@ikc.ac.jp 

慢性の健康課題(がんを含む慢
性疾患)をもつ人と家族の看護
に関する研究、慢性期看護にお
ける教育に関する研究  

メンタルヘルス 
支援看護学 

地 域 に 暮 ら す 認 知 症 高 齢
者 と 家 族 へ の ケ ア マ ネ ジ
メ ン ト の あ り 方 、 及 び メ
ン タ ル ヘ ル ス に 問 題 を 抱
え る 人 を 支 援 す る た め の
ヘ ル ス ケ ア シ ス テ ム の 現
状 や 地 域 特 有 の 課 題 を 探
究する。  

榊原 久孝 
h.sakakibara.t@ikc.ac.jp 

健 康 生 活 支 援 に 関 す る 疫 学
調査研究、地域包括ケアシス
テム構築に関する研究  

野村 千文 
c.nomura.t@ikc.ac.jp 

高 齢 者 及 び 認 知 症 高 齢 者 と
その家族・介護者への地域に
お け る ケ ア シ ス テ ム 開 発 に
関する研究  

大谷 恵 
m.otani.t@ikc.ac.jp 

精神看護学教育・技術に関連
した研究、メンタルヘルス支
援 を 要 す る 患 者 と そ の 家 族
を 対 象 と し た 実 践 的 介 入 研
究  

がん療養生活 
支援看護学 
専門看護師育成  
(がん看護 CNS) 

が ん 治 療 を 受 け て い る 患
者 と そ の 家 族 へ の 包 括 的
支 援 の あ り 方 を 探 究 す
る。また、緩和ケアにおけ
る 様 々 な ア プ ロ ー チ 方 法
の課題を探究する。  

安藤 詳子 
s.ando.t@ikc.ac.jp 

がん患者と家族・がんサバイ
バーへの支援に関する研究、
が ん 医 療 に 携 わ る 看 護 職 の
実践や教育に関する研究  

下平 唯子 
y.shimodaira.t@ikc.ac.jp 

がん患者・家族やクリティカ
ル状況下にある患者・家族へ
の支援に関する研究  

※ 研究指導内容は上記テーマに限ったものではありません。 



申込はこちら 

 

 

令和５年度 
一宮研伸大学大学院看護学研究科 入学説明会 

 
 

開 催 日 令和 4 年 10 月 15 日(土)  
プログラム 14：00～ 研究科紹介 
     14：45～ 個別相談 
会  場 一宮研伸大学 第４講義室 
 

修 

士 

課 

程 

地域創成ケアシステム分野 看護マネジメント学領域 
看護科学領域 

地 域 生 活 創 成 看 護 分 野 

次世代育成看護学領域、 
急性・療養生活支援看護学領域 
メンタルヘルス支援看護学領域 
がん療養生活支援看護学領域 

選
抜
日
程 

１期選抜 令和 4 年 12 月 17 日(土)  

２期選抜 令和 5 年  2 月  7 日(火) 

３期選抜 令和 5 年 3 月 4 日(土) 
 
参加方法  事前申込制（対面方式） 
申 込 先  nyushi@ikc.ac.jp 
申込締切  10 月 7 日(金) 

            以下の要領で、事前に E-mail にてお申し込みください。 
・タイトル：大学院入学説明会申込 
・内  容：①氏名 ②ふりがな ③連絡のつく電話番号 

④領域教員との事前個別相談希望の有無 
・宛  先：nyushi@ikc.ac.jp 一宮研伸大学入試広報室 

  

 

 

【問い合わせ先】 一宮研伸大学 入試広報室 
〒491-0063 愛知県一宮市常願通 5 丁目 4 番 1 
TEL：0586-28-8110  E-mail：nyushi@ikc.ac.jp 

※説明会内容は10月17日以降オンデマンド配信の予定です

※当日会場での申し込みも可能です



 

 

教育・研究能力を 
有する高度看護実践者 
になりたい 

がん看護専門看護師 
になりたい 

看護管理の 
スペシャリスト 
になりたい 

看護専門学校等の 
専任看護教員 
としての資格を得たい 

教育・研究能力を 
有する高度看護 
実践者コース 

専門看護師コース 

認定看護管理者コース 

専任看護教員コース 

卓越した看護実践やケア技術の開発と総合的な判断力 
および組織的な問題解決力を培います。 

・がん療養生活支援看護学領域を専攻 

教あい教育・研究能力を有する高度看護実践力を有する人材、あるいは大

学における研究・教育者の育成を目的として、2 分野 6 領域で専門性を高

め能力開発を目指します。あい育・研究能力を有する高度看護実践力を有

する人材、あるいは大学における研究・教育者の育成を目的として、2 分

野 6 領域で専門性を高め能力開発を目指します。教教教育・研究能力を有

する高度看護実践力を有する人材、あるいは大学における研究・教育者の

育成を目的として、2 分野 6 領域で専門性を高め能力開発を目指します。

育・研究能力を有する高度看護実践力を有する人材、あるいは大学におけ

る研究・教育者の育成を目的として、2 分野 6 領域で専門性を高め能力開

発を目指します。教教育・研究能力を有する高度看護実践力を有する人

材、育・研究能力を有する教育・研究能力を有する高度看護実践力を有する

人材、あるいは大学における研究・教育者の育成を目的として、2 分野 6

領域で専門性を高め能力開発を目指します。高度看護実践力を有する人材、あ

看護管理のスペシャリストとして日本看護協会の認定看護管理者の 
受験資格取得を目指します 
 ・看護マネジメント学領域を専攻  

科目等履修生制度を活用して、教育に関する科目を 4 単位 
履修することができます。 
・看護教育論（共通科目） 看護科学特論Ⅰ 

教育・研究能力を有する高度看護実践力を有する人材、 
あるいは大学における研究・教育者の育成を目的とします。

・2 分野 6 領域から選択し、専門性を高め能力開発を目指します。 

一宮研伸大学大学院は、あなたのキャリアアップを応援します 

入学説明会 ： 令和 4 年 10 月 15 日（土）14：00～ 一宮研伸大学 


